
 

会 議 録 概 要 

件 名 令和６年度第１回筑邦市民センター多目的棟管理運営委員会 

日 時  令和６年７月１１日（木）１３時５５分から１５時００分まで 

場 所  筑邦市民センター多目的棟 ２階会議室 

出席委員 
 山口委員長、佐藤副委員長、隈委員、秋吉委員、永田委員、仲委員、 

田村委員、角委員、樋口委員、中西委員、戸上委員  計１１名 

欠席委員 堀口委員  １名 

事務局 

久留米市市民文化部  市民センター担当次長 田中 

筑邦市民センター所長 末永 

課長補佐 樋口 

     鳥越 

公益財団法人 久留米市生きがい健康づくり財団（指定管理者） 

        筑邦市民センター多目的棟館長 三鍋 

傍聴者 な し 

会議録 

 

１． 開会 

      

２． 委嘱状交付に伴う挨拶 

  秋吉委員より 

   

３． 議題 

（１） 令和５年度多目的棟施設の施設利用状況報告について 

・資料に基づき事務局より報告。 

・体育館、会議室、団体活動室いずれも利用者数が４年度よ

り増えている。図書室の貸出者数も同様である。 

 

     Ａ委員）前年より利用者数が増加しているが、駐車場は足りて

いるのか。 

     

     事務局）駐車場は２か所あり、合わせて８０数台が駐車可能。 

         大きなイベントがある場合、他の場所に駐車スペース

を借りて対応している。 

 

（２） 令和５年度多目的棟の自主事業の報告について 

・資料に基づき事務局より報告。 

・コロナ禍が落ち着き、ちくほう文化祭やクリスマスコンサ

ートなどを含め、非常に多くの地域の方に参加していただ

いた。 

 

     Ａ委員）LINE アプリ講座の参加者の年齢層を教えてほしい。 

 

     事務局）LINE アプリに限らず、６５歳以上の方の参加が多い 



 

会議録 

  

事務局）傾向がある。広報の仕方の再考や、より若い人向け

の講座を考えていきたい。 

 

（３） 令和６年度多目的棟の自主事業計画について 

・資料に基づき事務局より報告。今年度は２０事業を実施予

定（新規でカリンバ教室を実施）。 

・書道教室などはリピーターの方が多く、新規での参加者が

少ないため、回数を増やすなどの対応が必要ではないかと

考えている。 

 

Ｂ委員）多目的棟の自主事業を行うにあたって目指す方向性

は、利用者を増やしたいのか、収益を増やしたいの

か、どちらか。 

 

事務局）多目的棟の設立目的としては、市民の文化向上や余

暇の活用などによる豊かな市民生活の実現となって

いるため、収益よりも多くの市民の方に利用しても

らうことに重きを置いている。 

 

Ｂ委員）利用者数がコロナ禍という特別な事情があったとは

いえ、Ｈ３０と比べて６割しか戻っていないことに

対してどう考えているか。 

 

事務局）５年ごとに指定管理者を選定しており、当時の実数

の数え方と異なっているかもしれないが、現在の稼

働率は９０％を超えている。より多くの市民の方が

利用できるよう努めていく。 

 

Ａ委員）講座によって有料と無料があるが、その違いは何か。 

 

事務局）パソコン教室やヨガ教室など、講師に対して謝金が

発生する講座は、参加者から料金をいただき、講師

への謝金に充てている。 

 

Ｃ委員）新規自主事業のカリンバとはなにか。 

 

事務局）指で弾くオルゴールのような楽器で、Ｒ５に耳納で

実施したところ好評だったので、今年度新規で行う。 

 

Ｄ委員）校区・コミセンとのイベントのすり合わせはしてい

るのか。 

 

事務局）講座には参加者数に限りがあるため、講座内容が重

複していても、複数箇所で行うほうが望ましいと考

えている。今後、校区・コミセンと連携も取ってい

きたい。 

 

Ｅ委員）今まで利用している人たちで募集人数に達してしま



 

い新しい人が入ってくる枠がない場合、自主サーク

ルを作ってもらうのはどうか。 

 

事務局）検討する。 

 

Ｆ委員）以前、コーラスの講座があったが現在はない。需要

はあると思うので講座の検討をしてほしい。 

 

事務局）検討する。 

 

５．その他 

事務局より、連絡事項 

 

① 今年度、ホール特定天井の設計を予定している。今後につ

いては適宜報告する。(今年度、耳納が同様の工事を行う予

定。期間は約半年。) 

 

② 次回開催予定時期の案内（令和６年１２月頃）。 

 

 

  ６．閉会 

    

                   １５時００分終了。 

 

 

 


